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エネルギー・環境新技術先導プログラム／

トリリオンセンサ社会を支える高効率ＭＥＭＳ振動発電
デバイスの研究

平成２８年度
第２回研究会

研究項目：①高密度固体イオンエレクトレットの
エナジーハーベスタ応用

平成２８年６月９日（木）
１４：００ ～ １７：００

東京大学先端科学技術研究センター
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①-(1)
高電荷密度シリコ
ンエレクトレットの
形成法の開発

①高密度固体イオンエレクトレットのエナジーハーベスタ応用

進行状況

１ｍW級振動発電素子の試作及び
評価

当初計画

前モデルの結果を反映した振
動発電素子の試作及び評価

当初計画

実験のまとめと追加試作評価

素子試作中
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多極型 1次 2次 3次 カンチレバー型

全体像

大きさ （mm） 12 ｘ 21.5 15 ｘ 24 15 ｘ 24 15.3 ｘ 34.6

ウェハサイズ (µm) 300 / 2 / 500 200 / 2 / 500 300 / 2 / 525 262 / 2 / 375

電極数（本） 266 3452 1662 350

最小ギャップ (µm) 10 5 3 12

容量差 (pF) 3 4.8 67.5

電極周期 (µm) 60 60 160 電極重なり 600 

力係数 (C/m2) 3 x 10-5 1 x 10-4 5 x 10-4 1 x 10-4

錘 (g) 2 2 8 3

周波数 (Hz) 100 100 100 400

設計出力（mW） 0.15（0.06G） 0.15 （0.06G） 1.2 （0.2Ｇ） 1.2（0.13Ｇ）
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表面（デバイス層側）

裏面（ハンドル層側）

＜マスクパターン＞

＜エッチング後＞
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裏面（ハンドル層側）

300 µm 
深掘り

マスクパターン修正
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マスクパターンを再修正して、デバイス作製中

＜今後の予定＞
・６月下旬を目途に1mW級の試作を完成。
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9



NMEMS Confidential大枝ジャンクション振動 FFTと充電

10

電
圧

[ 
V

 ]

時間 [ ｓ ]

多極型

圧電

60秒抽出し、繰り返し
42Hz

0 50 100 150 200 250 [Hz]

0.03 Grms



NMEMS Confidential

1

エネルギー・環境新技術先導プログラム／

トリリオンセンサ社会を支える高効率ＭＥＭＳ振動発電
デバイスの研究

平成２８年度
MEH研究会

研究項目 ： 『 ①-(1)_2 』

平成２８年６月９日（木）
１５：００ ～ １８：３０

技術研究組合ＮＭＥＭＳ技術研究機構（MEH）
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①-(1)
高電荷密度シリコ
ンエレクトレットの
形成法の開発

①-(2)
エレクトレット振動
発電素子のパッ
ケージ技術と信頼
性評価

①高密度固体イオンエレクトレットのエナジーハーベスタ応用

進行状況

パッケージ
仕様決定

真空パッケージ振動発電素子の作製

当初計画

真空パッケージ振動
発電素子の評価

当初計画

真空パッケージ振動発
電素子の信頼性評価

素子の
作製中
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NMEMS Confidential多極型モデルによるシミュレーション
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今後の予定（前回報告と変わらず）

• 蛍光表示管式真空パッケージは6月エンド～7月
初旬に第1回の試作品を受け取る予定。

• 真空パッケージ用MEMSデバイスを6月中旬まで
完成させる。（多極モデルをパッケージする予定）
→若干の遅れあり。


